
未来を創る！三河地域の幹線道路づくり。

平成２４年 ２月 ６日
国土交通省中部地方整備局

名 四 国 道 事 務 所

豊橋東バイパス（細谷ICから七根IC）が開通
と よ は し ひ が し ほそやインターチェンジ ななねインターチェンジ

記者発表資料

１．概 要

名四国道事務所では、国道１号の交通渋滞の緩和、三河港へのアクセス改善などを目

的に、国道２３号豊橋東バイパス(東細谷ＩＣ（仮称）～野依ＩＣ間）延長約９.２ｋｍ
と よ は し ひ が し ひ が し ほ そ や の よ り

の整備が進められています。

このたび、国道２３号豊橋東バイパス（細谷ＩＣ～七根ＩＣ間）延長約４．４ｋｍが、
と よ は し ひ が し ほ そ や な な ね

平成２４年３月２４日（土）に開通しますのでお知らせします。

残る豊橋東バイパスの未開通区間（東細谷ＩＣ（仮称）～細谷ＩＣ間）延長約２．５
と よ は し ひ が し ひ が し ほ そ や ほ そ や

ｋｍについても早期開通に向けて引き続き整備を進めてまいりますので、ご理解とご協

力をよろしくお願いします。

◆開通区間の概要◆
①今回開通区間：国道２３号豊橋東バイパス

とよはしひがし

細谷ＩＣ（豊橋市細谷町）～七根ＩＣ（ 豊橋市東七根町）間
ほ そ や ひがしななね

延長約４．４ｋｍ

②開通予定日：平成２４年３月２４日（土）

③開 通 形 態：暫定２車線（上り・下り各１車線）

④新たに設置するIC名称：細谷ＩＣ、小松原ＩＣ
ほ そ や こ ま つ ば ら

⑤開通により期待される効果：

・県境を跨ぐ地域間のアクセス性向上が期待されます。

・今回開通区間に平行する国道42号の交通環境改善が期待されます。

⑥その他留意事項：
・具体的な開通時間や通行形態など詳しい内容については、後日お知らせします。

２．資 料
・別紙１：開通区間の概要
・別紙２：開通により期待される効果

３．配布先 豊橋市政記者クラブ

４．解 禁 指定なし

５．問合先
＜事業全般について＞

国土交通省中部地方整備局 名四国道事務所 副所長 山口 一臣
やまぐち かずおみ

TEL ０５２－８２３－７９１１
ホームページアドレス http://www.cbr.mlit.go.jp/meishi/



【概要】

■国道23号豊橋東バイパスは、国道1号の交通渋滞の緩和、三河港・東三河臨海工業地帯と西遠

内陸工業地帯との連携強化による両地域の発展を目的に計画された延長約9.2ｋｍの道路で、 現

在、七根IC～野依IC間の約2.3kmを暫定2車線で開通しています。

■細谷ICから七根ICの区間（約4.4km）は、平成24年3月24日（土）に開通を予定しています。また、新

たに設置される細谷IC及び小松原ICのインターチェンジ名が決定すると伴に、同インターチェンジか

ら豊橋東バイパスを利用できるようになります。

■残る東細谷IC(仮称）～細谷IC間(約2.5km)については、開通目標が平成24年度となる見通しとなっ

ており、引き続き、一日も早い開通を目指して工事を推進してまいります。

豊橋東バイパス 開通区間の概要 別紙１
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●「細谷（ほそや） IC」
豊橋東BPと（県）細谷二川線との交点（豊橋市細谷町）

●「小松原（こまつばら） IC」
豊橋東BPと（市）大岩町・小松原町55号線との交点（豊橋市小松原町）

＜新たに開通するインターチェンジ名称が決定＞＜新たに開通するインターチェンジ名称が決定＞
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・平成18年度 七根IC～野依IC 暫定2車開通（L=2.3km）

◆豊橋東バイパスの事業経緯



開通により期待される効果 別紙２

豊橋東バイパス[L=9.2km]
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●浜松市～田原市間が８分短縮されるなど、浜松市・湖西市～田原市間のアクセス性が改善され、地域間の

移動が円滑になると期待されます。

※出典：H22センサス 旅行速度（浜松市役所⇔田原市役所にて算出） 。 開通後の豊橋東バイパスの速度は、60km/hにて算出

野依IC

H24年3月24日開通予定

（2/4） [L=4.4km]

豊橋東バイパス平面図
＜交通混雑緩和イメージ＞＜交通混雑緩和イメージ＞
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整備効果整備効果①①．県境を跨ぐ．県境を跨ぐ地域間のアクセス性向上が地域間のアクセス性向上が期待されます期待されます

走行距離：約５５ｋｍ

所要時間：約７５分

走行距離：約５０ｋｍ

所要時間：約６７分

（８分短縮）

◆浜松市～田原市間の走行距離・所要時間の変化

開通前
ルート

開通後
ルート

転換

開通前 開通後

田原市

田原市役所

浜松市役所

浜松市

至至 名古屋市名古屋市

至至 静岡市静岡市

浜名湖

湖西市

湖西
市役所

湖西市

豊橋東バイパス

[L=9.2km]豊橋市

浜松市

開通前ルート

開通後ルート

＜凡例＞

暫定2車開通区間

暫定2車開通済

暫定2車事業中

供用済みIC

新設ＩＣ

未供用IC

整備効果整備効果②②．国道．国道4242号の交通環境の改善が期待されます号の交通環境の改善が期待されます

●豊橋東バイパスの新規供用区間に並行する国道42号は大型車両の交通量が多い路線です。

また、国道42号沿いには、小中学校が隣接しているものの、道路の両側に歩道が設置されている区間が短

く、歩行者や自転車利用者の危険性が高い状況です（ 大型車混入率：約38％、両側歩道整備率：約5％）。

●国道42号を利用していた大型車交通が豊橋東バイパスに転換することにより、交通混雑の緩和が期待さ

れるだけでなく、 歩行者・自転車利用者の通行環境の改善が期待できます。

多くの大型車が小中学校の近隣を走行

豊橋東バイパス位置図

H24年3月24日開通予定

（2/4） [L=4.4km]

平成24年3月24日の

細谷ICまでの開通で

走行距離：約４９ｋｍ

所要時間：約６５分

（１０分短縮）

東細谷ICまでの開通で
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